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１ 第六次大野市総合計画と市役所の機構改革について 

「人がつながり地域がつながる 住み続けたい結のまち」の将来像実現に向

けて第六次大野市総合計画前期基本計画が令和３年度からスタートする。併せ

て市民サービスの向上と新たな行政課題への対応を強化するため、市役所の組

織機構の改革を行うこととしていることから次の点について質問する。 

○ 第五次大野市総合計画の将来像「ひかりかがやき、たくましく、心ふれ

あうまち」実現に向けて、これまで取り組んできた施策の評価と新たな計画へ

の位置付けを問う。 

○ 大野市人口ビジョンに掲げる2025年における定住人口２万9,000人は、

将来推計より約400人多く目標を設定しているが、その達成に向けて特に若い

世代にとって希望の持てる重点的な施策は何か。 

○ ４月からの機構改革の狙いと危機管理体制、特に豪雨や豪雪、新型コロ

ナウイルス感染症、クマ出没等の危機管理体制について問う。 

 

２ 新型コロナウイルス感染症対策について 

昨年１月に日本で初めて感染確認された新型コロナウイルス感染症は、１年

以上経過した現在でも猛威をふるっている。効果が期待されているワクチン接

種は医療従事者への接種がようやくスタートし、今後高齢者、16歳以上市民へ

の接種が続いていくことになるが、コロナウイルス感染症の影響はまだ続くこ

とから、次の点について質問する。 

○ ワクチン接種に向けた本市の取り組み状況や体制づくり、市民等への広

報を含めた今後の見通しを問う。 

○ 感染確認された方やその家族、勤務先、医療従事者等に対する誹謗（ひ

ぼう）中傷や差別的言動のない社会の実現に向けた対策は。 
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３ 小中学校再編計画の見直しとより良い教育環境について 

平成29年１月に教育委員会が策定した「大野市小中学校再編計画」は、平成30年

８月の見直し方針決定以降、先月、検討委員会による報告書が取りまとめられ教育

委員会に提出された。今月中に再編計画（案）を作成し、４月以降は保護者等への

説明を経て、令和３年度中に再編計画を改訂する予定であるとのことから、次の点

について質問する。 

○ 検討委員会における検討結果「令和６年度に中学校を２校、令和８年度に小学

校を７校」に対する市長の受け止めは。 

○ 中学校における部活動のあり方、小学校と地域・公民館のあり方など、仕組み

が大きく変わろうとしている中、再編計画（案）の説明会はいつ、誰に対して、

どのような体制で実施していく予定か。 

○ より良い教育環境づくりに向けて、児童・生徒一人１台のタブレット端末導入

後の授業や家庭教育との連携・活用をどのように進めていくのか。また、教育現

場における混乱は子どもたちにも影響するが、その予防策は。 

 

４ 副市長の解職と職員不祥事対応、再発防止について 

本年１月、副市長による飲酒運転単独事故が発生し、市長は同月25日付けで地方

自治法に基づく解職処分とした。それ以降、副市長不在の状況となっている。職員

の不祥事が続き、公務員倫理の徹底、綱紀粛正が求められている中で起こったこと

であり、大野市のイメージダウンと市民の信用を失墜させた責任は重い。市役所職

員への影響も危惧している。 

 市民への信頼回復に向けて、市長は行政のトップとして誠心誠意をもって全力で

職務に当たるとしていることから、次の点について質問する。 

○ 職員の収賄事件を受け第三者委員会が設置されたが、その目的と位置付けを問

う。また、調査等への職員の協力や意識を変える組織づくりに向けた市長の考え

を問う。 

○ 副市長解職に対する市長の任命責任と後任人事の設置時期、人選の状況は。 
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５ 中部縦貫自動車道の整備促進について 

中部縦貫自動車道の県内全線開通のチャンスを最大限に生かすため、本市では新

たな道の駅や産業団地の整備等、先行投資が行われてきた。大野ＩＣから（仮称）

和泉ＩＣ区間の開通見通しは令和４年度末と公表されているが、１日も早い県内全

線開通がその効果を生かすことにつながることから、次の点について質問する。 

○ 大野油坂道路区間の整備状況と全体工事費に対する予算確保の状況は。 

○ 富田産業団地の全面分譲開始に伴う企業立地促進条例改正の狙いは。これまで

市長自らセールスを行った業種や手応え、早期売却に向けた今後の活動方針は。 

○ 大野市高速交通アクションプログラムを改訂して県内全線開通の時期を明記し

た上で、施策を推進するとともに、市民や企業への周知・協力を求め、機運を高

めるべきと考えるがどうか。 

６ 行財政改革について 

令和３年度予算では、新型コロナウイルス感染症による地域経済への影響から、

市税収入が前年度比6.8㌫、約２億6,000万円減の約35億5,000万円を見込む一方、

財源不足を補う財政調整基金を４億7,000万円繰り入れることにより、歳入を確保

した予算となっている。 

自主財源が全体の３割しかない本市において、行財政改革は喫緊の課題であり、

待ったなしの状況であることから次の点について質問する。 

○ 第六次大野市総合計画前期基本計画において、財政調整基金残高の目標設定を

追加した理由と達成に向けての意気込みは。 

○ 今春、道の駅「越前おおの 荒島の郷」や和泉地域交流センターがオープンと

なるが、公共施設等総合管理計画に基づく公共施設面積や更新経費など施設総量

の縮減に向けた達成見込みはどうか。また、令和３年度予算における公共施設の

維持管理コストの見込みは。 

○ 大野市職員の定員適正化計画に基づく職員数の推移と今後の見通しについて問

う。併せて、業務効率化と行政のデジタル化を推進していく方針の中で、会計年

度任用職員を含めた行政運営を今後どのように進めていくのか。 
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７ 市街地活性化と地域経済対策について 

古くから残る文化遺産や伝統的な町並み、一定の商業集積が見られる市街地は

本市の顔である。さまざまな公共投資も行われてきたが、地価の下落が続いてお

り、市税への影響も懸念されることから、次の点について質問する。 

○ 農林業、商工業、観光業に特化した産業ブランド向上計画の策定が予定され

ているが、最終的な目標は何か。また、計画策定における市街地活性化の官民

一体の取り組みや、関係する第三セクターの役割をどのように位置付ける予定

か。 

○ 新型コロナウイルス感染症の影響により、人の移動自粛による来訪者の減

少、消費行動の抑制が見られるが、個人や事業者向けに行った政策の効果をど

のように分析しているのか。また、本市の地域経済を支える主要産業の現状

と、令和３年度予算における個人向け、事業者向けの対策は。 

８ 水循環政策と脱炭素社会について 

地球規模で水不足が深刻となっている中、本市特有の水循環を将来にわたって

受け継いでいくことは、今を生きる我々の使命である。森林の適正管理と併せ

て、脱炭素社会の実現に向けて取り組んでいくこととしていることから、次の点

について質問する。 

○ 令和３年度から10年間を計画期間とする大野市水循環基本計画における本市

の水循環の特長は何か。また、水への恩返しキャリングウォータープロジェク

トなど、これまで取り組んできた水政策の評価と今後の方向性を問う。 

○ 令和３年度から10年間を計画期間とする第三期大野市環境基本計画では、脱

炭素に向けた行動を促すため市内の温室効果ガス（二酸化炭素）排出抑制量に

加えて、２次的な効果を合わせて紹介するなど「見える化」を進めるとしてい

る。市域面積の約87㌫を森林が占める本市において、森林がもたらす効果を数

値化して企業や市民と共有し、今後の森林経営に活かしていく予定はないか。 
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１ 令和３年度当初予算(案)について 

新型コロナ禍における本年２月23日に61歳の誕生日を迎えられた天皇陛下にお

かれては、新型コロナウイルスの感染拡大に触れられ「国民の皆さんが痛みを分

かち合い、協力し合いながら、コロナ禍を忍耐強く乗り越える先に、明るい将来

が開けることを心待ちにしております」と述べられ、早期収束を願っておられ

た。 

新型コロナウイルス感染症による感染者は、全国で43万人を超え、死亡者は

8,000人に達している。お亡くなりになった方のご冥福と感染された皆さまにお見

舞い申し上げる。 

このような中、国の令和３年度当初予算については、３次補正と合わせて感染

拡大に万全を期しつつ、中長期的な課題であるデジタル社会、グリーン社会の実

現、活力ある地方創り、少子高齢化対策など全世代型社会保障制度構築が掲げら

れており、予算額は106兆6,097億円となっている。 

１ 福井県の新型コロナウイルス感染症対策に関して「福井県感染拡大注意報」

を２月 28 日をもって解除され、２月 19 日から県内で初めて、福井勝山総合病

院で新型コロナウイルス感染症ワクチンの先行接種が医療従事者に行われ、優

先接種については、３月から６月末までのスケジュールが示された。大野市の

接種の方法や会場等の対応、また、周知方法について伺う。 

２ 国は、本年デジタル庁を設置しマイナンバーカードの取得を促進している

が、利用方法や目的はあるのか伺う。業務の効率化やペーパーレス化の取り組

みの他、福井県はスマート農業を中心にＡＩやドローンを、また民間では、ト

ヨタ自動車とＮＴＴが協力の下、静岡県裾野市に人口 2,000 人規模のＡＩやロ

ボットを駆使したスマートシティ構想を打ち出した。 

３ 大野市においても道の駅「越前おおの 荒島の郷」、富田産業団地を中心にＡ

Ｉやロボット、ドローンの活用等、試験的に実施するなど、先進的な取り組み

ができないか伺う。  

４ 自治体ＤＸ推進計画の策定と人材確保など、大野市の取り組み状況について

伺う。 
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２ 小中学校再編計画について 

 教育長の所信表明の中で小中学校再編計画（案）の作成に向けて、検討委員

会が７回開催され、報告書を取りまとめ、３月末までに大野市小中学校再編計

画（案）を作成することとしている。その会議内容も公開されているが、かつ

て小中学校の再編数が報道されたように記憶している。 

１ 現計画を改訂するともあり、現計画とは何を示すのか。その内容を充分理

解されない方も多く、報告を受けた内容について伺う。 

２ 令和８年をめどに順次進め、現行の校舎を使用するとも聞いているが、施

設の耐震補強はすでに終えているものの長寿命化対策が必要な建物や施設に

ついて調査してあるのか伺う。 

３ 福井県によるドクターヘリの運行等防災について 

今冬は、１月９日に寒波による突然の大雪で大野市雪害対策本部が設置さ

れ、道路除雪もままならない状況となり、ほとんどの家庭で屋根雪降ろしをす

る状況となり、これらの除雪作業中に３人の方が亡くなられ、19人の方が負傷

された。亡くなれた方に衷心よりお悔やみを申し上げる。また負傷された方に

対してもお見舞い申し上げる。災害救助法の適用の事案となり、市職員はじめ

関係機関、除雪関係者のご尽力により、他市町と比較しても、迅速な対応をい

ただいたと感謝申し上げる。 

また市長の提案理由の説明の中で、ドクターヘリの運行が現在は、和泉地区

に限り岐阜県のドクターヘリが対応しており、福井県ドクターヘリの運行によ

って、本市の全域が対象となり救命率の向上につながるとあった。 

１ 運行に係る大野市の対応は、どのようにされるのか伺う。 

また道の駅「越前おおの 荒島の郷」は、防災道の駅の認定を予定していると

のことであり、開駅前の道の駅において、４月７日の広域防災訓練を実施する

とある。 

２ 訓練の内容と規模そして予定している参加機関等について伺う。 
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４ 機構改革の取り組みについて 

この機構改革は第六次大野市総合計画の実施を前提としたものであって行政

運営の効率化とその狙いが職員の意識改革と人材育成によって、市民力、地域

力が高まり、市民協働で各種事業が推進されるものと存じている。２年続きの

職員による不祥事は、大野市政に影を落とし、市民が不信感を抱いた状況のま

までは、計画の実施に理解が得られないと存じている。 

第三者委員会の答申を得るまでの、猶予はない。 

職員間でも、市民に対しても、全体の奉仕者として市民福祉の向上につなげ

ることは困難であると思われるが、現在、職員力や組織力強化等に取り組まれ

ているのか伺う。 

５ 農業林業の推進について 

農業従事者の高齢化や過疎化の進展から農地の集積が進み農地中間管理機構

を活用した集積面積が400㌶に及ぶとのことであり、今後は後継者不足が懸念さ

れる。 

１ 農業、林業の省力化と作業負担の軽減、更には鳥獣害対策としても、ＩＣ

Ｔ、ＡＩを活用したスマート農業林業に積極的に取り組む必要があると思う

が所見を伺う。 

また、提案理由の説明で「平成29年地理的表示保護制度の産品に登録された

「上庄さといも」に代表される本市の特産作物であるサトイモについて、令和

元年に発生した土壌病害を防除するため、新年度も引き続き必要な経費を支援

し、また新たに生分解性マルチの導入に対する支援、サトイモ栽培の省力化と

脱プラスチックによる環境への負荷軽減を図っていきます」と述べておられ

る。 

２ 令和２年度の病害の発生はどうであったか。その効果はどうであったか。

また、令和３年度当初予算での対策はどのようなものか伺う。 

今冬の大雪は、育苗用ハウスや畜舎などの損壊をはじめ、多くの農業用施設

に被害が発生しており、今後、復旧に向けて国や県の補助に併せて市としても

支援していくとしている。 

３ その他の農業に与える影響をどのように考え、どのように対策していくの

か伺う。 
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１ 道の駅「越前おおの 荒島の郷」について 

 いよいよ道の駅「越前おおの 荒島の郷」が４月22日に開駅になる。道の駅につ

いては、令和２年９月議会においても質問したが、その後の対応も含め、以下の

４点について説明を求める。 

○ 開駅に向けた現在の準備状況について 

○ 国内大手旅行会社と連携した体験メニューの造成について 

○ サイクルツーリズム事業における「ジャパンエコトラック」への認定につい

て 

○ 荒島岳登山ルートの入り口に当たる勝原スキー場跡の駐車場の整備について 
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質
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質 問 概 要 
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／
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） 

一
括
質
問
・
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方
式 

１ 第六次大野市総合計画前期基本計画について 

 大野市の農業は、私たちの食生活にはもちろん、さまざまな産業経済の発展に食

を通して大きく貢献している。 

しかし今、農業の後継者問題や農村の持続可能性に大きな不安と危機感を感じて

いる。 

日本は2020年10月26日に、2050年までに温室効果ガスの排出をゼロにするカーボ

ンニュートラルを宣言した。 

農業分野では令和２年12月25日に、農林水産大臣より脱炭素社会実現に向けた農

林水産分野の取り組み「みどりの食料システム戦略」が出され、2050年までに農林

水産業のＣＯ2ゼロエミッション化の実現と化学農薬と化学肥料の削減、そして有

機農業の面積拡大をするとしている。 

さらに自治体においては人口減少と高齢化社会のほか、インフラ整備などの財源

不足により、市民サービスの維持が困難になり厳しい状況になってくる。このよう

な厳しい環境に対処するための切り口として、ＳＤＧｓの活用があると考える。 

経済・社会・環境分野の統合性の中に、新しく持続可能な発展の機会を、垣根を

越えて知恵の結集の中で作られると理解している。 

そして大野市は、福井県のＳＤＧｓ宣言自治体として登録している。 

１ 提案理由説明の中で「ＳＤＧｓを推進する」としているが、具体的にどのよう

に推進していくのか。 

２ 大野市は、目指す「持続可能な農業の姿」をどのよう に捉えているのか。 

３ 第五次大野市総合計画の「越前大野型農業の推進」の特産作物の生産が減少し

ているのはなぜか。 

４ 多様な担い手の現状についてどのように捉え、活力ある農村を実現するのはど

うすればいいと考えるか。 

５ 第三期大野市環境基本計画と大野市水循環基本計画の中で、生物多様性や環境

調和型農業を推進することとしているが、市長部局はどのように考えるか。 
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         一般質問事項一覧    ３月 ９日（火）  

日 

質
問
者 

質
問
方
式 

質 問 概 要 

一
般
質
問
（
第
２
日
）
／
９
日
（
火
） 

白 

﨑
（
新
風
会
・
公
明
） 

一
括
質
問
・
答
弁
方
式 

１ 大雪への対応と防災対策について 

○ 大雪時の職員の出勤状況など、市の事務事業への影響はどうであったか。 

○ 成人式が延期となったが、その経過について伺う。どのように議論し、い

つどのような判断により延期を決定したのか。 

○ 道路除雪の優先順位については、どのようになっているのか。また通学路

除雪の除雪基準及び優先順位はどのようになっているのか。 

○ 大雪時の救急車や消防車の出動状況はどうであったか。大雪による影響は

なかったのか。 

○ 大雪時に各地区の自主防災組織は機能していたのか。共助としての自主防

災組織の活動を活性化させるための支援が必要ではないか。 

○ コロナ禍の中でハザードマップの説明会が十分にできていないと思われる

が、市民への周知はできているのか。 
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双
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） 

一
括
質
問
・
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弁
方
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１ 市長の政治姿勢について 

○ ガバナンスについて尋ねる。市長に就任されて２年の間に、公金横領、無断

押印、職員の収賄にて逮捕起訴実刑判決により懲戒免職、そして市長の側近で

ある副市長が福井県感染拡大警報中にもかかわらず市職員と会食飲酒の末に

は、飲酒運転事故による副市長解職。このことに関してどのように感じている

のか。 

○ 国は働き方改革の中で、男女共同参画、同一労働同一賃金をうたっている

が、大野市職員における女性の管理職登用について、どのように思っているの

か尋ねる。 

○ 行政改革、財政改革については毎回質問しているが、令和３年度における行

政改革及び財政改革目標を尋ねる。 

２ 教育長の政治姿勢について 

○ 管内の小学校・中学校の現況における生徒数の推移、近々複式になる学校は

どうかを尋ねる。 

○ 学校再編計画は間もなくまとまるだろうが、学校内部への説明は、どのよう

に考えているのか。 

○ 管内の学校における現在の不登校生徒、問題行動生徒、障がいを持つ生徒及

び保護者への説明と対策はどうしているのか尋ねる。 

○ 最近騒がれている先生方の不祥事が高止まりしているが、管内で把握されて

いるのか、その対策はどうしているのか尋ねる。 
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） 

一
括
質
問
・
答
弁
方
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１ 小中学校再編計画の見直しについて 

 令和２年度、７回の学校再編検討委員会が開催され、去る２月19日に教育長に報

告書が提出された。教育長の所信表明で、令和３年度末までに現計画を改訂し、そ

れまでに取り組む内容について言及した。そこで、次の点について質問をする。 

１ ３月末に作成する「大野市小中学校再編計画（案）」について、令和３年度に

実施される説明会、検討委員会、総合教育会議、パブリックコメント等は、それ

ぞれいつ頃行われるのか。 

２ 「大野らしさが生きる教育」とあるが「大野らしさ」とはどのようなことなの

か。 

３ 検討委員会の報告書に、「視座２：大野は一つの学校だとする組織づくり」と

掲載されている。このことについて、教育委員会は具体的にどのように考えてい

るのか。 

２ 市職員の意識改革、組織改革について 

市職員の不祥事が続いている。昨年11月に、当時、農業林業振興課課長補佐が建

設会社との収賄事件で逮捕、起訴され、その後有罪判決が下った。そして、市職員

の意識改革や組織改革を本気で進めなければならない立場であった当時の副市長

が、飲酒運転による物損事故を起こし解職となった。市職員の根本的な意識改革、

組織改革は、大野市にとって喫緊の最重要課題である。そこで、次の点について質

問をする。 

１ 収賄事件に関して、外部の有識者からなる第三者委員会を設置し審議している

とのことであるが、今後のスケジュールと審議されている視点を尋ねる。 

２ 市職員の意識改革や組織改革を行うために、具体的にどのような手立てを取っ

ているのか。また今後、どのようなことに力を入れていくのか。 

３ 移住定住の促進について 

 Ｕターンも含めた移住定住に注力することは、持続可能なまちづくりに欠かせな

い重要な視点であると考える。市長の所信表明で、新年度の新たなパッケージとし

て移住定住の促進のための幾つかの施策について言及された。そこで、次の点につ

いて質問をする。 

１ 新しい施策は、具体的にどのような内容なのか。 

２ 市外の人に、その施策の良さをどのようにアピールしていくのか。 
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１ 地方創生から自分創生への変化に対応した人口減少対策について 

○ 本市はどのような方針の下、地方創生、人口減少対策を進めてきたのか。また

具体的に実施してきた施策を伺うとともに、その評価とそれを踏まえた今後の方

針及び今、考えている具体策については令和３年度当初予算のどこに組み入れら

れているのか。 

○ 大野市富田産業団地の分譲地販売の進捗（ し ん ち ょ く ）状況と今後の方針につい

て伺う。また１年で分譲できなかった場合の１区画当たりの本市の負担を伺う。 

○ 農産物等で地産地消が叫ばれる中、大野市公共下水道排水設備指定工事店98店

のうち大野市外指定工事店が51店と過半数を占めるのはなぜか。 

○ 東京一極化を避けた働き方として、テレワーク、サテライト方式がある。テレ

ワーク方式では働く場所を選ばず、都会で行ってきたことを地方でも行うことが

でき、働く人の移住が期待できる。またサテライト方式では、一時的に企業社屋

等の一部を地方に設置することで、やり方によっては本社自体を地方に呼び込む

ことも可能だ。このような新生活様式に応じた働き方を二通り示したが、本市で

は、このような取り組みをしている市外企業はどの程度見受けられるか。また、

今後の方針について伺う。 

○ 現在の流れとして「地方創生」から「自分創生」に大きく変化しているとも言

える。これは特に地方自治体で関係人口創出に関わっているものにとって重要な

見地ではないかと考えるが、本市の見解を伺う。 

○ 「マイクロツーリズム」とは自宅から１時間以内で行ける近場の観光地を訪れ

たり、近隣のホテルや旅館に宿泊し地元を観光する新たな観光のスタイルであ

る。新型コロナウイルス感染拡大予防に配慮し、周囲の視線を気にしすぎること

なくコロナ禍でも旅行を楽しむのに「地元」は最も適した選択肢ではないかと考

える。折しも４月からはモンベルが本市に進出する。本市がこの好機にモンベル

と共同でこの事業を進めてはどうかと考えるが見解を伺う。  

２ コロナ禍における要介護者、介護支援者支援について 

○ コロナ禍において、本市の介護事業所、要介護者のおかれている現状を認識し

ているのか。また、それらの方たちから何か要望事項は上がっているのか。 

○ コロナ終息の時期が見えない中、本市としては今後、要介護者、介護事業所等

にどのような支援を考えていくのか。 
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火
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（
日
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大
野
市
議
団
） 
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問
一
答
方
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１ 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策について 

○ コロナ禍の中での医療体制について 

 ・ＰＣＲ検査が市内でできるようになったとのことだが、その体制はどのよう

になっているのか。 

 ・新型コロナワクチン接種体制はどのようになっているのか。 

 ・コロナ禍の中での歯科の重要性についてどのように考えるのか。 

○ コロナ禍の中での自粛要請について 

 ・自粛要請を行っている業種とその対応、支援は。 

 ・市民への経済的支援体制は。 

２ 除雪対策について 

○ ３年前の豪雪の教訓を踏まえて、今回の除雪体制はどうであったか。 

 ・幹線道路や生活道路の除雪は。 

 ・自力で屋根雪下ろし等が困難な世帯への支援は。 

３ 上下水道について 

○ 人口減少が進む中での上下水道をどのように考えるのか。 

 ・加入率についてどのように考えるのか。 

 ・新たな工事についてどのように考えるのか。 

 

 

  



令和３年３月 第４２３回 大野市議会定例会 

 

－ 15 / 20 － 

 

         一般質問事項一覧    ３月１０日（水）  

日 

質
問
者 

質
問
方
式 

質 問 概 要 

一
般
質
問
（
第
３
日
）
／

10
日
（
水
） 

榮 

（
日
本
共
産
党
大
野
市
議
団
） 

一
括
質
問
・
答
弁
方
式 

１ 市長の大野市議会における全員協議会の取り扱いについて 

１ 議長が仕切る大野市の議員全員協議会の場を理事者の長としてどのように

市長は、見ておられるのか。 

２ 大野・勝山地区広域行政事務組合議会の議員全員協議会には、大野市長も

終始出席されていると聞くが、それは事実か。 

３ 終始、大野・勝山地区広域行政事務組合議会の議員全員協議会に出席され

ているとすれば、その「全協」の位置付ける違いは何か。 

２ 予算編成の基本方針について 

１ 「新型コロナウイルス感染症の先行きが不透明な状況の中、感染拡大防止

と社会経済活動の両立を図っていく必要がある」と基本方針の冒頭に述べて

いるが、具体的に何を想定しているか。 

２ そもそも、コロナ禍後の地方自治体の果たすべき役割を第六次大野市総合

計画基本構想の中に位置付けているか。 

３ 防犯灯を和泉地区に移管することについて 

１ これまでの集落内の状況と障害は、あるとすればどのようなものか。 

 

  



令和３年３月 第４２３回 大野市議会定例会 

 

－ 16 / 20 － 

 

 

日 

質
問
者 

質
問
方
式 

質 問 概 要 

一
般
質
問
（
第
３
日
）
／

10
日
（
水
） 

廣 

田
（
清
風
会
） 
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１ 大野市高速交通アクションプログラムについて 

１ 中部縦貫自動車道 大野油坂道路の全体事業費1,510億円が、令和元年11月に近

畿地方整備局事業評価監視委員会により800億円の増額が生じ2,310億円となった

が、令和２年度末の残事業費について聞きたい。 

２ 本年１月に福井県とモンベルが包括連携協定を締結し、六呂師高原を含む奥越

エリアのアウトドア観光の推進に係る構想を検討するとあるが、４月22日に開駅

する道の駅「越前おおの 荒島の郷」や越前おおのまるごと道の駅ビジョンとの

連携について聞きたい。 

３ 令和３年度には全ての分譲が開始される富田産業団地の令和３年度における企

業誘致活動及び福井県との連携について聞きたい。 

２ 大野市の農業について 

１ 多面的機能支払交付金について農業施設の長寿命化に対する交付金の減額が令

和２年度も発生したが原因について聞きたい。 

２ 策定作業が進められている人・農地プランと令和３年度に改訂が予定されてい

る「越前おおの型食・農業・農村ビジョン」との関連について聞きたい。 

３ 先日の風雨で雪解けも早まり農作業の準備が始まっているが、毎年発生してい

る野焼きの事故を防ぐためにも、あらためて圃場（ ほ じ ょ う ）や畦畔の野焼きにつ

いて聞きたい。 

３ 令和３年４月の機構改革について 

１ 地域コミュニティーの維持と持続的な発展を目指す体制とあるが、何が変わる

のか聞きたい。 

２ 小中学校再編に伴い地域コミュニティーの拠点として公民館機能を強化すると

幾度となく説明を受けてきたが、具体的に何を強化するのか聞きたい。 
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１ 日中友好協会への公金支出について 

 予算案によると大野市日中友好協会に令和３年度は55万円支出する予定だ

が、この協会の運営は市税ではなく民間の寄付でなされるべきではないかと思

うが、市長の考えを伺いたい。 

 令和２年度に引き続き、令和３年度予算案に日中友好協会への支出55万円が

確認された。国際交流に市税を投入すること自体はよいことだが、特に今年に

入り中華人民共和国（以下、中国）国内の人権状況が劣悪であるとの報道が、

今もなお世界中のメディアによってなされている。 

 新疆（ し ん き ょ う ）ウイグル自治区、チベット自治区、内モンゴル自治区、そ

して香港において中国がさまざまな人権侵害行為を行っていることは周知の事

実であり、米国に至っては今年に入り、中国政府によるウイグル族に対する扱

いを「ジェノサイド（民族浄化）」と公式に認定したばかりである。英国議会

でも同じような動きが出ていると報道されている。 

 石山市長は大野市日中友好協会の会長を務めているようだが、このような国

際状況の中で、市税を使ってまで日中友好を進めることが道義的に正当化され

るのか見解を聞きたい。 

 また大野市日中友好協会が、他のアジア諸国出身の住民のケアをしていると

いう答弁を12月議会で聞いたが、日中友好協会がベトナムやカンボジアまでカ

バーするというのは非常に分かりにくい。大野市が国際交流に力を入れるので

あれば、日中友好協会にその役割を丸投げせずに外国人住民全体との交流を推

進する別の団体を始めてはどうか。 
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２ 外国籍住民のための行政サービスや交流イベントについて 

 仕事や婚姻といった理由で、多くの外国人が大野市に住んでいる。しかし大野

市に住む地域住民が、十分に外国籍の住民と交流が持てているかというと、なか

なかうまくいっていないと感じている。理由の一つには日本語が難しいというこ

とがあるようにも思える。大野市内で日本語のレッスンを無償、又は低価格で受

けられるサービスがあると外国籍の住民にとって非常に大きな助けになると考え

ている。 

 また私が以前住んでいた越前町は、普段から国際交流に力を入れていることも

あり、町内に住む外国人が自国の料理を町民と共に作り、食文化を町民と共に楽

しむイベントを開催していた。また外国籍の住民とバーベキューをするといった

企画も毎年行っている。私も参加したことがあるが、多くの町民が参加していて

非常に有意義な企画だったと思っている。大野市でもこのようなイベントを市独

自で開催してみてはどうだろうか。 

 国際交流においては、県内の他市町から学べる部分は少なくないと思う。外国

籍の住民も市税を払っており、大野市も外国籍住民の方に対する行政サービスの

拡充を検討すべきだと考えるが、市長、市当局の見解を伺いたい。 

３ 未就学児に向けた英語関連イベントの継続について 

 12月に市内のちっく・たっく及び子育て支援センターにおいて、米国人講師ら

と共に英語で親子が触れ合うクリスマスイベントが開催された。ちっく・たっく

のイベントでは、市報でお知らせされる前に定員オーバーになってしまいキャン

セル待ちになったと聞いている。子育て支援センターでも20人以上の参加者があ

り、小さいお子さんのみならず保護者の間でも非常に評判がよかったとのことで

ある。 

このような英語関連のイベントを令和３年度も積極的に行ってはどうか。未就

学児の子どもは発音の習得が大人に比べはるかに速く、市としても費用対効果の

高い事業になると考えられるが、市長、市当局の考えを伺いたい。  
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１ 新型コロナウイルスワクチンの接種に向けた情報提供について 

 新型コロナウイルス収束のカギを握るワクチンの国内での接種がいよいよ始ま

った。16歳以上の希望する全ての人を対象とする大事業だが、必ず成功させなけ

ればならない。 

 そこで、円滑なワクチン接種に向けた市民への情報提供を求める。 

○ 接種券の配布からコロナワクチン接種完了までの流れは、具体的にどのよう

なものになるのか。 

○ 職場接種や土、日、祝日の接種については、どのようになっているのか。 

○ 医療従事者の確保における現状と調整状況は。 

○ 接種対象者の優先順位について、どのように考えているのか。 

○ ワクチン接種記録システムの導入について、市の所見を伺う。 

○ 障がい者や在宅要介護者など、接種会場まで行くことが困難な方への対応は

どのようにするのか。また、高齢者福祉施設に常勤や嘱託医師がいない場合

は、どのように対応するのか。 

○ ワクチンやスケジュール等についての問い合わせが相次ぐと予想されるが、

市のコールセンターではどのような内容に対応可能か。 
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１ 障がい者の就労支援について 

 新型コロナウイルスの感染拡大により、新たな生活様式が広まった。これによ

り今後、社会全体でテレワークによる仕事が増えていくと考えられ、新たなチャ

ンスと捉えることができる。特に就職に関して、職場に出勤することが困難な障

がいのある方の選択肢が増えると期待されることから、次の３点について質問す

る。 

○ 本市の職員採用において、障がいのある方を対象に在宅での勤務を基本とす

る採用枠を導入してみてはどうか、市の見解を伺う。 

○ 本市における障がい者の就労支援の現状と今後の計画について伺う。 

○ 障がいのある人への理解促進のために、どのようなことを計画、又は実行し

ているのかについて伺う。 

 

 

 


